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資料のタイトル  
都市ごみ焼却炉ボイラー過熱器管内面におけるアルカリ腐食の事例と対策 
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失敗事例のタイトル  
スチームスーパーヒーターのアルカリ腐食 

一次原因（材料要素）  
アルカリ腐食、全面腐食 

機種  
都市ごみ焼却炉 

部品  
スチームスーパーヒー

ターのチューブ 

材料  
STB340S、炭素鋼 

概略の寸法  
38.1D x 4.0t 

損傷発生時の状況  
都市ごみ焼却プラント（300ton/day x 2系列）で、A系列の水平式スーパーヒーターのチューブ内面から腐食が起って
約 2年後に破孔事故に至った。チューブの全数更新を行って再稼動し 120日後に点検したところ、再び内面に腐食損傷
が認められたため再度チューブの全数更新を余儀なくされた。B系列では、腐食損傷は起っていない。 

調査内容とその結果  
損傷形態・分布の調査、ボイラー給水分析・処理方法の検討、チューブ損傷部の顕微鏡組織、SEM・EPMA・イオンク
ロマトグラフ・X線回折検査など：損傷部の腐食生成物に Kの濃縮がみられ、アルカリ腐食と判定した。 

損傷発生のシナリオ  
A系列では、ボイラーの気水分離効率が悪かったため Kがスーパーヒーターのチューブ内面まで飛来し、アルカリ腐食
を起した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
A系列では焼却量制御や低空気比燃焼運転を行っていたため、燃焼状態の急激な変動や未燃ガスの 2次燃焼に起因する
ボイラー負荷の変動が大きく、これに気水分離器が対応できなかったものとみた。このため、燃焼空気やごみ送込みの

細めな制御による適正燃焼を目指すとともに、ボイラー給水をリン酸塩系処理に変えた。 
教訓  
焼却炉運転者が、プラント材料損傷の可能性がどこにあるかを正しく理解していることが重要である。 
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